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論 文 題 目 一九世紀半ばにおける蝦夷地の内包化とアイヌ統治 
―箱館奉行所の統治と仁政イデオロギー― 
審査要旨 
本論文は、19 世紀における蝦夷地・アイヌ統治をめぐる政治状況と統治者（和人）の意識の変化を、第二次
蝦夷地幕領期に中心を定めて解明し、あわせて「周縁」（マイノリティ）をめぐる政治的・社会的な位置づけの
変容を分析することを通じて、当該期の統治様式と対外的秩序の変化を検討しようとしたものである。論文は、
第二次幕領化にいたる政治的経過と、その際に生じた統治イデオロギーの変化について検討を加えた第一
部と、安政期に構築が目指された仁政的統治関係やイデオロギーが、西洋との接触のなかで、いかに修正を
余儀なくされたのか、その歴史過程を具体的な事件を素材として分析した第二部から構成されている。 
第一部では、まず、幕府による蝦夷地幕領化を前提にした 1853 年の蝦夷地調査を検討し、これによって蝦
夷地情報を幕吏自身が体験的に入手したこと、蝦夷地の新たな支配者であることを可視的に訴えようとしたこ
とを明らかにしている（第一章）。また、箱館奉行の蝦夷地統治政策は、「内地」同様、「村」を介した支配／被
支配の構築を目ざすものであり、そのための具体策として、和人の蝦夷地移住促進と、アイヌの和人化＝「御
百姓」化が政策化されたことを解明している（第二章）。そして、これは蝦夷地に対して幕藩体制の統治理念で
ある仁政イデオロギーを波及させることを意味するものであったとして、蝦夷地開発への地方巧者の活用と報
徳仕法の導入に検討を加えている（第三章）。さらに、このような観点から、通例、アイヌへの「良き理解者」とし
て評価される松浦武四郎に関しても、箱館奉行所官吏とのアイヌ統治理念の共通性を強調し、アイヌ和人化
に関する両者の「共犯関係」を指摘している（第四章）。 
第二部では、1862 年のサハリン島におけるアイヌ出奔事件（第五章）、1866 年の久春内幕吏捕囚事件（第
六章）、1865 年のイギリス人によるアイヌ墳墓盗掘事件（第七章）、という三つの事件の具体的な検討を通じ
て、1860 年代以後のロシア・イギリスという西洋との接触が、アイヌに対する仁政的意識や支配関係のあり方
に、いかなる影響を及ぼしたのかを解明している。そして、こうした新たな接触にもかかわらず、仁政的統治理
念は放棄されることなく、再構築への模索が行われたとしている。そのうえで、最後に明治維新後の開拓使に
よる北海道支配政策に検討を加え、当初の仁政的支配理念と近代的統治理念の並存・拮抗状況が、やがて
幕府支配の根本的否定へと至ることを、開拓使官吏であった松本十郎という人物を介在させることによって明
らかにしている（第八章）。なお、補論においては、明治 20 年代、アイヌが置かれた境遇を批判した笹森儀助
という人物を取り上げて、開拓使廃止後、アイヌが国民国家の内部に国民として内包化された時期の彼の政
治批判の論理に、仁政イデオロギーの残滓を見ている。 
以上のような内容をもつ本論文の第一の意義は、実務官吏のアイヌに対する統治政策や蝦夷地認識・対ア
イヌ意識に初めて具体的な分析を加えたことにある。すなわち、統治の直接的な担い手であった箱館奉行所
を中心とする幕吏の行動・思想、およびその変化がもたらしたアイヌ認識の変化に着目し、その分析を通じて、
幕府の蝦夷地政策とアイヌ統治のあり方を具体的に解明している。これは、現場の実務官吏に一貫して着目
してきた論者の研究の一到達点を示すものとして評価される。 
第二に、実務官吏の行動の背景にある統治イデオロギーの分析を通じて、幕藩制的な統治理念である仁
政イデオロギーの周縁＝蝦夷地への波及状況を具体的に解明したことにある。蝦夷地開発への地方巧者の
採用や報徳仕法の導入などを探り出すことによって、幕藩制的統治理念と蝦夷地支配の連関が議論されてい
る。これは、近世の思想史研究に対し、新たな着想と素材を提示するものとして評価される。 
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第三に、蝦夷地に対する幕藩制的統治理念の変容過程を、幕末期の具体的な事件分析を通じて克明に
浮かび上がらせたことにある。とくに対ロシア・対イギリスの蝦夷地・アイヌをめぐる係争事件の具体的分析に
は、論者によって初めて明らかにされた事柄も多く、統治政策の変化をアイヌに対する意味づけ・価値づけや
役割の変化に注目した点に、その意義を見出すことができる。 
第四に、アイヌに対する同化の意味とその変容の様相を、幕末・維新の近世から近代への転換過程のなか
で追跡したことにある。これは、仁政イデオロギーにもとづく近世的な「同化」と、明治維新後に展開されたアイ
ヌ政策の対比的な検討という点で、貴重な素材を提供するものである。   
しかし、対象とする時期以前のアイヌ政策のあり方との関連が不明確であること、アイヌをアイヌとして一括し
て論じているため、アイヌ内部の差異や区別が不鮮明であること、報徳仕法のイデオロギー的側面について
は、より具体的かつ詳細な検討が必要であること、第二部で事件を通じて蝦夷地統治・アイヌ支配の動揺・変
容を解明しようとしているが、それが全体的な政策体系のなかでいかなる位置を占めるのか、必ずしも明らか
ではないこと、とくに外交的な問題とアイヌ統治という内政的な問題との関係や、アイヌ社会の内部状況に規
定された変化の相が不鮮明であること、さらに、明治維新後を扱う第八章が概略的な見通しを述べるにとどま
っていることなど、問題点もいつくか残されている。 
ただし、これらはいずれも今後の課題であり、本論文は蝦夷地支配とアイヌ統治に関する研究に、新たな視
点と豊富な事実を提示したものとして評価される。同時に、思想史研究・対外関係史や幕末・維新史研究に貢
献するものであり、政策実行の最前線に位置する実務官吏に注目した点で、政治史研究・政策史研究に対し
ても問題提起するものとなっている。厳しい史料状況のなかでこれらの課題に挑戦し、研究状況の更新をはか
ったことの意義は大きく、本論文は博士（文学）の学位を授与するに値するものと判断される。 
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